
 

中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 蒸発率等及び相対濃度の評価について 

発生源ごとに，有毒化学物質の性状及び保管状態から放出形態を想定し，有毒ガスの単位時間当

たりの大気中への放出量及びその継続時間を評価する。気体状の発生源については，全量が 1時間

で放出し，評価点まで拡散するものとする。液体状の発生源については，防液堤内に漏えいしたあ

とは，堰面積，温度等に応じた蒸発率で蒸発するものとする。なお，液体状の発生源のうち，届出

情報より堰面積の情報が得られなかったものについては，全量が 1 時間で放出し，評価点まで拡散

するものとした。 

 

(1) 蒸発率について 

蒸発率は，文献「Modeling Hydrochloric Acid Evaporation in ALOHA」及び「伝熱工学資料

（改訂第 5 版 日本機械学会）」に基づき，以下に示す計算式で評価する。 

 

・蒸発率 E 

E ൌ A ൈ   ൈ    ൈ  
 ൈ 

    …(3－1) 

・物質移動係数   

  ൌ 0.0048ൈ  
 
 ൈ    

 ൈ   
  

   …(3－2) 

  ൌ
 

  
    …(3－3) 

  ൌ     ൈ  
     

   
   …(3－4) 

    ൌ   ൈ   
   .  

 
 .  

  …(3－5) 

 

・蒸発率補正   

  ൌ     
  

    1    
  

 ൈ E  …(3－6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価の対

象の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 大気拡散評価について 

相対濃度は，気象指針の大気拡散の評価式である(1)式及び(2-1，2)式に従い，各評価点と敷地

外固定源との位置関係に基づき評価する。 

 

 

スクリーニング評価に使用する相対濃度は，大気拡散の評価式により求めた相対濃度のうち年間

毎時刻での外気濃度を小さい方から順に並べ，累積出現頻度 97％に当たる値とする。 

 

累積出現頻度 97％に当たる値が得られない場合においては，累積出現頻度 98％に当たる値をス

クリーニング評価に使用する。 

実効放出継続時間は，気象指針に示された実効放出継続時間のうち最も短い 1 時間とする。 

解析に用いる気象条件は，女川原子力発電所の安全解析に使用している気象（2012年 1月～2012

年 12 月）とする。 

 

 

記号 単位 記号の意味 代入値 代入値又は算出式の根拠 

   m／s 
化学物質の 

物質移動係数 
- ・（3－2）式により算出 

  ,    kg／kmol 
化学物質の 
モル質量 

－ ・物性値 

   Pa 大気圧 101,325 
・標準大気圧 
文献：理科年表 平成 31 年（机上版） 丸善出版 

   Pa 
化学物質の 
分圧 

－ ・物性値 

  J／kmol･K 気体定数 8314.45 
・気体定数 
文献：理科年表 平成 31 年（机上版） 丸善出版 

  K 温度 － ・気象データ 

  m／s 風速 － ・気象データ 

A m２ 堰面積 － ・固定源に設置されている防液堤の堰面積 

  m プール直径 － ・堰面積より算出（ ＝（4／π×A）0.5） 

   － 
化学物質の 
シュミット数 

－ ・（3－3）式により算出 

  m２／s 
空気の動粘性係
数 

－ 
・雰囲気温度（ ）と大気圧における空気の密度及び粘性係
数の文献値より算出（ ＝粘性係数／密度） 

文献：伝熱工学資料 改訂第５版 日本機械学会 

   m２／s 
化学物質の 
分子拡散係数 

－ ・（3－4）式により算出 

   m２／s 
水の物質拡散係
数 

2.2×10－５ 
・定数（温度 0℃，大気圧  のとき） 
文献：伝熱工学資料 改訂第 5 版 日本機械学会 

     m２／s 
水の物質拡散係
数 

－ ・（3－5）式により算出（温度 ，圧力  のとき） 

      kg／kmol 水のモル質量 18.015 
・物性値 
文献：伝熱工学資料 改訂第 5 版 日本機械学会 

 

(2) 相対濃度について 

相対濃度は，「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針」（以下「気象指針」とい

う。）の大気拡散の評価式である(1)式，（2－1）式及び（2－2）式に従い，発生源と評価点と

の位置関係に基づき評価する。 

評価に使用する相対濃度は，大気拡散の評価式により年間毎時刻の気象データから求める。 

 

 

 

 

 

実効放出継続時間は，大気拡散の評価式で設定できる最短時間である 1 時間とする。 

評価に用いる気象条件は，東海第二発電所の安全解析に使用している気象期間（2005年 4月～

2006年 3月）のデータとする。 

 

・スクリーニング評価の対

象の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

・記載表現の相違 

 

 

・記載表現の相違 

・スクリーニング評価の対

象の相違 

・スクリーニング評価の対

象の相違 

・記載表現の相違 

・記載表現の相違 

・評価に使用する気象デー

タの相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

大気拡散評価の条件を表 2 に，相対濃度の累積出現頻度の評価結果を図 15 に示す。 

 

なお，評価点と敷地内可動源は十分に離隔していることから，建屋影響の考慮は実施していな

い。 

 

 ／ ൌ  
 

   ／   
 
   ・        …(1) 

 

（建屋影響を考慮しない場合） 

  ／   ൌ
 

            
・       

          …(2－1) 

 

（建屋影響を考慮する場合） 

  ／   ൌ
 

            
・       

    
      …(2－2) 

 

 ／  ：実効放出継続時間中の相対濃度（s／m3） 

   ：実効放出継続時間（h） 

  ／    ：時刻 における相対濃度(s／m3) 

d   ：時刻 において風向が当該方位 にあるときd  ＝1 

時刻 において風向が当該方位 にないときd  ＝0 

    ：時刻 における濃度分布の 方向の拡がりのパラメータ（m） 

    ：時刻 における濃度分布の 方向の拡がりのパラメータ（m） 

    ：時刻 における風速（m／s） 

   ：放出源の有効高さ（m） 

Σ   ：    
 ൅   

  
   

 

Σ   ：    
 ൅   

  
   

 

   ：建屋等の風向方向の投影面積（m2） 

   ：形状係数 

 

 

 

なお，気象指針に基づき，発生源から評価点を見た方位を評価する。 

また，評価の保守性の観点から，発生源と評価点との高低差を考慮せず，地上放出として取り

扱う。 

大気拡散評価の条件を第 4 表に，蒸発率等及び相対濃度の評価結果を第 5 表に示す。 

 

 

 

 

 ／ ൌ  
 

   ／   
 
   ・        …(1) 

 

（建屋影響を考慮しない場合） 

  ／   ൌ
 

            
・       

          …(2－1) 

 

（建屋影響を考慮する場合） 

  ／   ൌ
 

            
・       

    
      …(2－2) 

 

 ／  ：実効放出継続時間中の相対濃度（s／m３） 

   ：実効放出継続時間（h） 

  ／    ：時刻 における相対濃度(s／m３) 

d   ：時刻 において風向が当該方位 にあるときd  ＝1 

時刻 において風向が当該方位 にないときd  ＝0 

    ：時刻 における濃度分布の 方向の拡がりのパラメータ（m） 

    ：時刻 における濃度分布の 方向の拡がりのパラメータ（m） 

    ：時刻 における風速（m／s） 

   ：放出源の有効高さ（m） 

Σ   ：    
 ൅   

  
   

 

Σ   ：    
 ൅   

  
   

 

   ：建屋等の風向方向の投影面積（m２） 

   ：形状係数 

 

 

 

・記載箇所の相違 

・記載箇所の相違 

 

・記載表現の相違 

・記載箇所の相違 

・スクリーニング評価の対

象の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

表2 大気拡散評価の条件 

項目 評価条件 選定理由 

大気拡散 
評価モデル 

「発電用原子炉施設の安全解析に関
する気象指針」の大気拡散の評価式
に従い算出 

有毒ガスの放出形態を考慮して設定
（別紙 8-1参照） 

気象データ 
女川原子力発電所における 1年間の
気象データ 
(2012 年 1 月～2012年 12 月) 

当該気象を除く至近 10 年（2010 年
1 月～2020年 12 月）の気象データ
と比較して特に異常な年ではなく，
また，評価対象とする地理的範囲を
代表する気象であることから設定
（別紙 7参照） 

実効放出 
継続時間 

1 時間 

「発電用原子炉施設の安全解析に関
する気象指針」の，想定事故時の大
気拡散の評価式（短時間放出）の適
用のため 

放出源及び 
放出源高さ 

固定源ごとに評価点との位置関係を
考慮し設定 

ガイドに示されたとおり設定 

相対濃度の 
累積出現頻度 

毎時刻の相対濃度を年間について小
さい方から累積して 97％※ 

ガイドに示されたとおり設定 

建屋影響 考慮しない 
発生源から評価点の離隔が十分ある
ため（別紙 8-2参照） 

相対濃度 
の評価点 

中央制御室外気取入口及び緊急時対
策所外気取入口 

ガイドに示されたとおり設定 

※：累積出現頻度97％値が得られない場合においては，累積出現頻度98％に当たる値を用いる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 表 大気拡散評価の条件 

項目 評価条件 選定理由 

大気拡散 
評価モデル 

「気象指針」の大気拡散の評価式に従
い算出 

有毒ガスの放出形態を考慮して設定
（別紙10－1参照） 

気象データ 
東海第二発電所における1年間の気象
データ（2005年4月～2006年3月） 

原子炉設置変更許可時点の至近10年
（2008年4月～2018年3月）の気象デー
タと比較して特に異常な年ではなく，
また，評価対象とする地理的範囲を代
表する気象であることから設定（別紙
9参照） 

実効放出 
継続時間 

1時間 
「気象指針」の，想定事故時の大気拡
散の評価式（短時間放出）の適用のた
め 

放出源及び 
放出源高さ 

固定源ごとに評価点との位置関係を考
慮し設定 

ガイドに示されたとおり設定 

累積出現頻度 小さい方から累積して97％ ガイドに示されたとおり設定 

建屋巻き込み 
・敷地内固定源：考慮する 
・敷地外固定源：考慮しない 

敷地外固定源は，発生源から評価点の
離隔が十分あるため考慮しない（別紙
10－2参照） 

濃度の評価点 
・中央制御室外気取入口 
・緊急時対策所外気取入口 
・重要操作地点 

ガイドに示されたとおり設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

 

・記載表現の相違 

 

・評価に使用する気象デー

タの相違 

・記載表現の相違 

・検定に使用する気象デー

タの統計期間の相違 

・記載表現の相違 

 

 

 

・スクリーニング評価の対

象の相違 

・記載表現の相違 

 

・記載表現の相違 

・スクリーニング評価の対

象の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図15 相対濃度（   ）の累積出現頻度の評価結果（1/8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図15 相対濃度（   ）の累積出現頻度の評価結果（2/8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価の対

象の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図15 相対濃度（   ）の累積出現頻度の評価結果（3/8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図15 相対濃度（   ）の累積出現頻度の評価結果（4/8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価の対

象の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図15 相対濃度（   ）の累積出現頻度の評価結果（5/8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図15 相対濃度（   ）の累積出現頻度の評価結果（6/8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価の対

象の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図15 相対濃度（   ）の累積出現頻度の評価結果（7/8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図15 相対濃度（   ）の累積出現頻度の評価結果（8/8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価の対

象の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

3. スクリーニング評価に用いる相対濃度について 

スクリーニング評価に使用する相対濃度を表 3 及び表 4 に示す。 

スクリーニング評価においては，当該の相対濃度を用いて評価点における有毒ガス濃度を求め

る。その際，アンモニアのモル質量は 17.0g/mol，気温は 25℃，気圧は 1 気圧として評価する。 

 

表3 相対濃度の評価結果（中央制御室外気取入口） 

敷地外固定源 

相対濃度評価条件 

相対濃度※2 

(s/m3) 距離※1 

(m) 

発生源から 
評価点を 
見た方位 

風速
(m/s) 

風向 大気安定度 
実効放出 
継続時間

(h) 
建屋影響 

アンモニア① 6300 SE 2.8 NW F 1 考慮しない 1.7×10-5 

アンモニア② 6700 SE 2.8 NW F 1 考慮しない 1.6×10-5 

アンモニア③ 2400 WNW 0.8 ESE B 1 考慮しない 2.7×10-6※3 

アンモニア④ 6400 SSE 1.9 NNW D 1 考慮しない 4.1×10-6※3 

※1：100m未満切り捨て 

※2：有効数字3桁目切り上げ 

※3：累積出現頻度98％ 

 

表4 相対濃度の評価結果（緊急時対策所外気取入口） 

敷地外固定源 

相対濃度評価条件 

相対濃度※2 

(s/m3) 距離※1 
(m) 

発生源から 
評価点を 
見た方位 

風速
(m/s) 

風向 大気安定度 
実効放出 
継続時間

(h) 
建屋影響 

アンモニア① 5900 SSE 1.9 NNW D 1 考慮しない 4.6×10-6※3 

アンモニア② 6300 SE 2.8 NW F 1 考慮しない 1.7×10-5 

アンモニア③ 3000 WNW 0.8 ESE B 1 考慮しない 1.5×10-6※3 

アンモニア④ 6000 SSE 1.9 NNW D 1 考慮しない 4.5×10-6※3 

※1：100m未満切り捨て 

※2：有効数字3桁目切り上げ 

※3：累積出現頻度98％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価の対

象の相違 

・記載箇所の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価の対

象の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

※1 敷地内固定源のアンモニアについては，薬品濃度が25％であるが，運用に余裕を見込んだ値としてスクリーニン

グ評価では 26％と設定した。 

※2 届出情報が得られなかった薬品濃度は，スクリーニング評価では100％と設定した。 

※3 塩酸の薬品濃度が 35％以上となっているものについては，JIS（日本産業規格）により，塩酸の薬品濃度規格値

が 35.0％～37.0％と定められているため，スクリーニング評価では 37％と設定した。 

※4 スクリーニング評価時に，薬品濃度及び堰面積については小数第一位を切り上げた値とした。 

※5 届出情報から堰面積が得られたものの，薬品濃度99％のアンモニアは常温常圧で気体と考えられるため，防液堤

を考慮せず 1時間で全量放出するとしてスクリーニング評価を実施した。 

※6 堰面積の届出情報が得られなかったものについては，防液堤を考慮せず1 時間で全量放出するとしてスクリーニ

ング評価を実施した。 

※7 ガス状の固定源としてスクリーニング評価を行うため放出率（kg／s）を設定 

※8 発生源から評価点を見た方位 

※9 巻き込みを生じる代表建屋を「固体廃棄物作業建屋」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価の対

象の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価の対

象の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価の対

象の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

※1 敷地内固定源のアンモニアについては，薬品濃度が25％であるが，運用に余裕を見込んだ値としてスクリーニン

グ評価では 26％と設定した。 

※2 届出情報が得られなかった薬品濃度は，スクリーニング評価では100％と設定した。 

※3 塩酸の薬品濃度が 35％以上となっているものについては，JIS（日本産業規格）により，塩酸の薬品濃度規格値

が 35.0％～37.0％と定められているため，スクリーニング評価では 37％と設定した。 

※4 スクリーニング評価時に，薬品濃度及び堰面積については小数第一位を切り上げた値とした。 

※5 届出情報から堰面積が得られたものの，薬品濃度99％のアンモニアは常温常圧で気体と考えられるため，防液堤

を考慮せず 1時間で全量放出するとしてスクリーニング評価を実施した。 

※6 堰面積の届出情報が得られなかったものについては，防液堤を考慮せず1 時間で全量放出するとしてスクリーニ

ング評価を実施した。 

※7 ガス状の固定源としてスクリーニング評価を行うため放出率（kg／s）を設定 

※8 発生源から評価点を見た方位 

※9 巻き込みを生じる代表建屋を「原子炉建屋」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価の対

象の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価の対

象の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価の対

象の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価の対

象の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

8. 有毒ガス濃度の評価結果について 

固定源が液体状の発生源の場合は，蒸発率と相対濃度を用いて，外気濃度（kg／m３）を（4－2

－1）式にて算出する。また，固定源がガス状の発生源の場合又は液体状の発生源のうち，全量

が1時間で放出するとしたものについては，放出率と相対濃度を用いて，外気濃度（kg／m３）を

（4－2－2）式にて算出する。これらの外気濃度（kg／m３）は，年間毎時刻での外気濃度を小さ

い方から順に並べ，累積出現頻度97％に当たる値を用いる。 

有毒ガスの外気濃度（ppm）の評価は（4－1）式を用いて算出する。それぞれの評価点におけ

る濃度は，外気濃度（ppm）が保守的な値となるよう，温度 25℃として算出する。 

C   ൌ  
 ൈ 22.4ൈ  

   .  ൈ 10   …(4－1) 

 ൌ   ൈ
 
 
     …(4－2－1)（液体状有毒化学物質の評価） 

 ൌ    ൈ  
 
    …(4－2－2)（ガス状有毒化学物質の評価） 

C    ：外気濃度（ppm） 

  ：外気濃度（kg／m３） 

  ：物質のモル質量（g／mol） 

  ：気温（K） 

   ：蒸発率補正（kg／s） 

    ：質量放出率（kg／s） 

 
 
 ：相対濃度（s／m３） 

有毒ガス濃度の評価においては，当該の外気濃度（kg／m３）を小さい方から順に並べ，累積出現

頻度97％に当たる値を用いて気温25℃の時の外気濃度（ppm）を有毒ガス濃度の評価結果とした。 

評価の結果，隣接方位を含めた有毒ガス濃度の合算値が最大となる方位であっても，中央制御室

外気取入口及び緊急時対策所外気取入口における有毒ガス防護判断基準値に対する割合の和が1より

小さいことを確認した。また，重要操作地点の評価点においても，敷地内固定源のアンモニアの有

毒ガス濃度が，アンモニアの有毒ガス防護判断基準値を超えないことを確認した。 

有毒ガス濃度の評価結果を第6表に,隣接方位を含めた固定源による有毒ガス影響評価結果のう

ち，中央制御室外気取入口における評価結果を第7表及び第55図に，緊急時対策所外気取入口におけ

る評価結果を第8表及び第56図に示す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

384



 

中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二は有毒ガスの外

気濃度の評価結果まで記載

した。 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価対象

の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価対象

の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価対象

の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価対象

の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価対象

の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価対象

の相違 
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中央制御室，緊急時対策所及び重大事故等対処上特に重要な操作を行う地点の有毒ガス防護について 比較表 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違） 

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 

緑字：記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所 ２号炉 有毒ガス（令和４年４月８日提出版） 東海第二発電所 有毒ガス 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スクリーニング評価対象

の相違 
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